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第２ 資源や技術力を活用した地域貢献に関する事項  

１ 地域に貢献する取組 
造林・保育作業の低コスト化・省力化やトドマツ大径木の付加価値向上に取り組む林業事業体の育成や、地

域の製材工場等の需要に応じた原木の安定供給、留萌港を活用した原木の移輸出などに取り組むとともに、こ

うした取組の意義や具体的な方法を、地域に普及することにより、道産トドマツ材の安定供給に繋げます。 

 

（１） 森林施業の低コスト化・省力化の推進 

区   分 具体的な取組等 

［スマート林業］ 

 

 

 傾斜が緩やかな人工林伐採跡地では機械地拵えを進め、植栽が容易なコンテナ苗を活

用して、効率的に植栽を実施するほか、成長が早く、野鼠被害に強いグイマツ雑種 F1 の植

栽を推進します。 

 また、間伐については機械よる効率化やかかり木の発生抑制や安全に処理が可能とな

る、列状間伐を推進します。 

［共同施業・共同出荷］ 

 

 

 一般民有林の森林整備が図られるよう、森林所有者と協定等を締結し、路網等の共同利

用や立木販売の共同実施など共同施業・共同出荷について取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
大型機械による地拵え 

 
共同施業・共同出荷による木材の運搬 



16 

 

（２） 道有林の森林づくりを担う林業事業体の育成 

区   分 具体的な取組等 

［林業事業体の育成］ 

 

 

 機械の導入や雇用の確保に取り組む地域の林業事業体を育成するため、安定的な事業

量の確保及び計画的な発注に努めます。 

 また、計画的な雇用の確保や設備投資を促進するため、林業事業体と協定を締結し、複

数年にわたって連携して造林や保育、伐採などの森林整備に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 地域の木材需要を踏まえた原木の安定供給 

区  分 具体的な取組 

［原木の安定供給］  道有林の木材を伐採し製材工場等に供給する事業者が、適期に適量の原木を製材工場

等に供給できるよう、立木で販売することとし、地域の木材需給の動向を踏まえ、適切なロ

ットで販売するよう努めます。 

 

 （協定販売に係る実績） 

  平成２９年度より３カ年間で約４，８００m3 の協定販売を実施 

 （長期安定供給販売に係る実績） 

  令和２年度より３カ年の協定期間により約１３，２００m3 の原木の安定供給を実施。 

［森林認証］  地域への森林認証材の安定的な供給に向けて、森林認証の取得に向けた取組を行いま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
トドマツ苗木の植付け 

 

ハーベスタによる皆伐作業 

 

採材作業 

 
土場巻立 
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    （４） 道有林の森林づくりを担う人材の育成 

区    分 具体的な取組 

［人材の育成］ 

 

 技術研修会等により、森林の整備に関する基礎的な知識・技術を幅広く習得させ、若手

職員の育成を図ります。 

 また、地元林業事業体などとも連携しながら、森林整備事業の低コスト化に向け、新た

な技術の開発について取り組みます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 道有林の活用 

区    分 具体的な取組 

［木育活動としての活用］ 

 

 

 道有林のフィールドを積極的に活用し、木育マイスターや教育機関等と連携した自然観

察会や森林体験学習を進めます。 

  

［その他］ 

 

 

 管内には増毛町から暑寒別岳への登山道として暑寒ルートがあり、優れた山岳景観を

楽しむことが出来ます。登山口周辺の森林をレクリエーションの場として活用を図るな

ど、地域振興に貢献します。 

 また、江戸末期につくられ、北海道開拓の歴史に深い関わりを持った増毛町別苅と石

狩市浜益区幌を結ぶ幻の国道「増毛山道」（H28.10 全線復元）も連なり、貴重な地域資源

としての活用に期待が高まるなど、森林の新たな価値に注目が集まりつつあります。 

 

 

 

 

 

 

  

 
若手職員育成のためのスノーモビル基礎操作の研修 

 

ドローンによる苗木運搬の試行 

 
留萌市「るるもっぺ憩いの森」森林教室 

 
暑寒別岳登山小屋「暑寒荘」 


